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ヤンゴン素描 35 

大伴家持らが挿頭
か ざ

した季節の植物 

山形洋一 

ミャンマーのパダウのように、季節の花や葉を頭にかざす習慣は、日

本にもあった。萬葉集の例を季節順に紹介。 

 

パダウの季節、目の覚めるような黄色を髪に挿す女性の誇らしげな姿が印象的だが、頭に植

物をかざす習慣は古代日本にもあった。万葉集の巻十八と十九は、大伴家持
おおとものやかもち

が越中（今の富山

県）国司として単身赴任時代の歌日記だが、それによると宴会席上、季節ごとの植物を「かざ

し、かづら」にして祝うことが、盛んにおこなわれた。それらの歌を季節の順にならべてみよ

う。 

頭の分数は旧暦月/日。1.5ケ月足すと、おおよその新暦の日付となる。末尾括弧（）内数字

は、万葉集の巻：歌番号。 

 

1/2 あしひきの 山の木
こ

末
ぬれ

の 寄生
ほ よ

取りて 挿頭
か ざ

しつらくは 千年
ち と せ

壽
ほ

くとぞ (18:4136)  

新年宴会で、老木につくヤドリギを頭に挿して、その長寿にあやかろうとしたもの。 

 

2/3 君が往
ゆき

 もし久
ひさ

ならば 梅柳 たれと共にか わがかづらかむ （19:4238） 

あなたの不在がもし長引いたら、誰とともにウメやヤナギの枝を蔓に、春を祝えばよいの

か。どうか早くお戻りください、と別れを惜しむ歌。家持の注に、越中の春は都より遅く、

旧暦三月（新暦四月中旬）にならねばウメは咲かない、とある。 

 

2/19 青柳の 上
ほ

つ枝
え

よぢ執
と

り かづらくは 君が屋
や

戸
ど

にし 千年
ち と せ

寿
ほ

くとぞ（19:4289） 
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芽が吹き始めたヤナギの枝を頭に巻き、招いてくれたホストの長寿を願った歌。 

 

3/23 ほととぎす 厭ふ時なし あやめ草 かづらにささむ日 此ゆ鳴き渡れ（18:4035） 

3/27 ほととぎす 今来
き

鳴
な

き始
そ

む あやめ草 かづらくまでに 離
か

るる日あらめや

（19:4175） 

（3/23）旧暦四月の立夏を待たずに、ホトトギスがもう啼いている。アヤメの蔓を作る五月

五日の端午の節句の日にも、かならず来て鳴いておくれ。（3/27）まさかそれまでによそへ

渡ったりはしないよね。 

 

初夏から盛夏にかけて、ヤナギやユリが素材となった。 

4/2（立夏）級離
しなざか

る 越
こし

の君らと 斯
か

くしこそ 楊
やなぎ

かづらき 楽しく遊ばめ（18:4071） 

5/9 あぶら火
び

の 光に見ゆる 吾がかづら さ百合の花の 笑
え

まはしきかも（18:4086） 

 

葉月（旧暦八月）は秋。咲いたばかりのハギの花を頭に挿して、別れを惜しむ。 

8/5 君が家に 植ゑたる萩の 初花を 折りて挿
か

頭
ざ

さな 旅別るどち（19:4252） 

 

花の少ない冬には、柑橘の実が好まれた。タチバナはミカンの一種。 

11/25 島山に 照れるたちばな うずに挿し 仕
つか

へまつるは 卿
まへ

大夫
つ ぎ み

たち（19:4276） 

島山は庭の築山のこと。「うず」は「かざし」と同じ。「髪にさすことによって草や花の生

命力を身に付けようとする、感染呪術の一つ」と『日本国語大辞典』にある。 

万葉集に忘年会の歌は見られない。 

（了） 


